
昭

和

四

十

二

年

九

月

二

日

受

領 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
小
澤
貞
孝
君
提
出
新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
の
調
査
等
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
五
六
第
三
号 

昭
和
四
十
二
年
九
月
二
日 

衆

議

院

議

長 
石 
井 

光 

次 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
澤
貞
孝
君
提
出
新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
の
調
査
等 

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
今
回
阿
賀
野
川
下
流
地
域
に
発
生
し
た
水
銀
中
毒
事
件
は
、
患
者
数
が
多
く
発
生
地
域
が
広
域
に
わ
た
り
、

し
か
も
複
雑
な
発
生
機
序
を
有
す
る
特
殊
な
事
件
で
あ
る
の
で
、
現
場
に
明
る
い
行
政
組
織
の
協
力
を
得
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
新
潟
県
衛
生
部
長
を
疫
学
研
究
班
の
一
員
に
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
調

査
項
目
、
調
査
方
法
の
決
定
及
び
結
果
の
解
析
は
、
疫
学
研
究
班
の
全
員
の
合
議
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
班
の
構
成
の
適
正
を
欠
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

二
、

(イ ) 

新
潟
県
衛
生
部
長
の
疫
学
研
究
班
で
の
発
言
に
は
、
農
薬
調
査
が
不
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
は
な
く
、

新
潟
県
は
疫
学
研
究
班
の
決
定
に
従
い
農
薬
調
査
を
実
施
し
た
。 

(ロ ) 

昭
和
三
十
九
年
六
月
十
六
日
発
生
し
た
新
潟
地
震
に
よ
り
被
災
を
受
け
た
農
薬
保
管
倉
庫
は
、
七
社
十 



(ハ ) 

農
薬
流
出
に
つ
い
て
の
新
潟
県
の
調
査
で
は
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
の
間
に
七

箇
所
で
三
百
七
十
五
本
の
漂
着
農
薬
容
器
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
二
百
九
十
二
本
は
使
用
後
の
空
ビ 

倉
庫
で
あ
つ
た
。
こ
の
う
ち
最
も
浸
水
の
激
し
か
つ
た
倉
庫
は
、
臨
港

埠ふ

頭
に
あ
つ
た
滝
沢
倉
庫
で
あ

つ
た
が
、
建
物
は
若
干
破
損
し
た
が
、
側
壁
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
保
た
れ
て
お
り
、
五
箇
所
の
扉
は
農
薬

の
流
出
、
盗
難
の
防
止
を
施
す
た
め
ラ
ワ
ン
材
で
閉

塞そ

く

し
て
い
た
。
他
の
倉
庫
は
県
営

埠ふ

頭
に
あ
り
、

こ
れ
ら
の
倉
庫
は
地
下
水
の
湧
出
な
ど
に
よ
り
浸
水
し
た
が
、
建
物
の
側
壁
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
保
た
れ

て
お
り
、
ま
た
扉
は
い
ず
れ
も
閉

塞そ

く

さ
れ
て
い
た
。 

以
上
の
新
潟
県
の
調
査
結
果
か
ら
、
疫
学
研
究
班
は
被
災
農
薬
の
流
出
は
な
か
つ
た
も
の
と
判
断
し 

た
。 ま

た
、
該
当
の
倉
庫
業
者
、
保
管
依
頼
者
の
帳
簿
、
記
録
な
ど
に
よ
る
新
潟
県
調
査
結
果
か
ら
も
数
量

的
に
流
出
は
認
め
ら
れ
な
い
と
疫
学
研
究
班
は
判
断
し
た
。 

四 

 



(ニ ) 

農
薬
取
締
法
第
十
条
で
は
農
薬
の
製
造
業
者
、
輸
入
業
者
及
び
販
売
業
者
は
帳
簿
を
備
え
付
け
、
農
薬

の
種
類
別
に
製
造
、
販
売
等
の
数
量
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
倉
庫
別
等

の
保
管
状
況
の
記
載
ま
で
は
要
求
し
て
い
な
い
。 

(1) 

新
潟
地
震
当
日
の
農
薬
保
管
総
数 

 
 

 
 

 

一
、
七
〇
五
、
三
一
三
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ン
で
あ
り
、
残
り
八
十
三
本
は
内
容
物
が
あ
つ
た
が
、
水
銀
農
薬
は
含
ま
れ
て
い
な
か
つ
た
。 

漂
着
農
薬
の
所
有
者
は
判
明
し
な
か
つ
た
が
、
倉
庫
よ
り
の
流
出
物
で
は
な
い
と
疫
学
研
究
班
は
判
断

し
て
い
る
。 

な
お
、
新
潟
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
新
潟
地
震
当
日
新
潟
港

埠ふ

頭
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
農
薬
の

数
量
及
び
地
震
後
処
置
さ
れ
た
農
薬
の
数
量
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
つ
て
い
る
。 

内 

訳 

水
銀
系
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
〇
四
五
、
二
一
九
キ
ロ
グ
ラ
ム 

五 

 



(2) 

地
震
後
処
置
さ
れ
た
農
薬
の
数
量 

 
 

 
 

 
 

 

四
八
七
、
四
七
三
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 

返
品
数
量 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
三
四
、
二
〇
八
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 

水
銀
系
以
外
の
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
六
〇
、
〇
九
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

水
銀
系
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
三
一
、
四
〇
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 

ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
五
二
一
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 

非
ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

一
、
〇
四
三
、
六
九
八
キ
ロ
グ
ラ
ム 

ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
七
八
キ
ロ
グ
ラ
ム 

六 

 



廃
棄
数
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
三
八
、
六
一
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 

減
価
販
売
数
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
四
、
六
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム 

水
銀
系
以
外
の
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
二
、
八
〇
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 
水
銀
系
以
外
の
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
、
一
三
六
キ
ロ
グ
ラ
ム 

水
銀
系
農
薬 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
二
、
五
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム 

非
ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

 

一
三
一
、
〇
二
六
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 
訳 

ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇 

非
ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

一
二
、
五
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム 

七 

 



八 

水
銀
系
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
二
、
八
四
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

内 

訳 

ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
五
キ
ロ
グ
ラ
ム 

非
ア
ル
キ
ル
系
水
銀 

 
 

 
 

 
 

 

六
二
、
七
九
九
キ
ロ
グ
ラ
ム 

水
銀
系
以
外
の
農
薬 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七
五
、
七
七
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム 

（注） 

上
記
新
潟
県
の
調
査
の
結
果
に
よ
る
業
者
別
数
量
は
別
添
資
料
Ⅰ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(ホ ) 

新
潟
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
新
潟
商
船
倉
庫
は
Ａ
号
、
Ｂ
号
、
Ｃ
号
の
三
倉
庫
が
あ
り
、
廃
棄
し
た
水
銀

系
農
薬
（
非
ア
ル
キ
ル
系
水
銀
農
薬
の
み
で
あ
つ
た
。
）
の
数
量
及
び
そ
の
処
理
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ

つ
た
。 

○ 

Ｂ
号
倉
庫
の
保
管
に
か
か
る
分 

 
 

 
 

 

五
、
一
一
二
キ
ロ
グ
ラ
ム 

○ 

Ａ
号
倉
庫
の
保
管
に
か
か
る
分 

 
 

 
 

一
二
、
六
九
六
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 



(ヘ ) 

衛
生
対
策
の
記
録
は
、
新
潟
県
が
地
震
直
後
倉
庫
業
者
に
被
災
状
況
を
電
話
照
会
し
て
、
緊
急
に
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
新
潟
商
船
倉
庫
か
ら
「
約
二
百
四
十
ト
ン
の
水
銀
農
薬
が
あ
り
、
そ
の

約
二
分
の
一
量
位
が
被
災
し
た
。
」
と
の
連
絡
が
あ
つ
た
の
で
、
衛
生
対
策
の
記
録
に
そ
の
ま
ま
一
二
〇
ト

ン
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
疫
学
研
究
班
の
指
示
に
よ
り
新
潟
県
が
、
帳
簿
、
記
録
な
ど
を
調

査
し
た
結
果
同
倉
庫
は
被
災
当
時
二
二
六
、
七
五
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
水
銀
系
農
薬
を
保
管
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
五
一
、
六
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
被
災
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。 

○ 

Ｃ
号
倉
庫
の
保
管
に
か
か
る
分 

 
 

 
 

一
九
、
七
六
四
キ
ロ
グ
ラ
ム 

な
お
、
こ
の
被
災
農
薬
中
一
、
五
九
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
返
品
、
一
二
、
四
八
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
減
価
販 

右
は
Ａ
号
倉
庫
跡
、
Ｂ
号
倉
庫
跡
の
地
中
に
そ
れ
ぞ
れ
埋
設
処
理
さ
れ
た
。
（
現
在
の
岸
壁
の
基
礎

の
下
） 

右
は
地
盤
沈
下
の
た
め
の

嵩か

さ

上
げ
工
事
の
際
そ
の
基
礎
の
下
に
埋
設
処
理
さ
れ
た
。 九 

 



(チ ) 

東
京
歯
科
大
、
国
立
衛
生
試
験
所
に
お
け
る
研
究
の
段
階
に
お
い
て
酢
酸
フ
エ
ニ
ル
水
銀
中
の
メ
チ
ル

水
銀
化
合
物
の
量
が
〇･

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
分
析
数
値
を
得
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
実
験
条
件 

(ト )
(1) 
滝
沢
倉
庫
は
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
八
日
及
び
十
九
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
一
日
約
八
十
人
の
作
業

員
を
使
用
し
、
倉
庫
の
出
入
口
を
補
強
し
た
後
、
二
十
五
日
ま
で
に
、
川
船
、
小
舟
、
ト
ラ
ツ
ク
等
に

よ
り
、
全
保
管
量
（
約
二
五
八
ト
ン
）
の
約
半
分
の
一
二
二
ト
ン
の
農
薬
を
搬
出
し
、
残
量
は
、
引
き
続

き
倉
庫
内
に
保
管
し
て
い
た
が
、
倉
庫
の
状
態
及
び
帳
簿
、
記
録
の
数
量
的
調
査
結
果
か
ら
流
失
し
た

も
の
は
な
か
つ
た
と
疫
学
研
究
班
は
判
断
し
た
。 

(2) 

新
潟
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
被
災
農
薬
の
倉
庫
別
廃
棄
数
量
、
場
所
等
は
別
添
資
料
Ⅱ
の
と
お
り
で
あ

り
、
ま
た
、
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害
を
受
け
た
農
協
倉
庫
は
な
か
つ
た
。
浸
水
し
た
農
家
か
ら
の
自

家
用
農
薬
の
流
出
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。 

売
、
三
七
、
五
七
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
棄
し
た
。 

一
〇 

 



三
、
疫
学
研
究
班
報
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
阿
賀
野
川
と
新
井
郷
川
を
結
ぶ
水
路
（
長
さ
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の

状
況
は
地
震
後
ま
も
な
く
行
な
わ
れ
た
調
査
の
状
況
で
あ
り
、 

ロ
、
新
井
郷
川
は
、
常
時
二
台
の
排
水
機
に
よ
り
、
毎
秒
二
〇
ト
ン
の
水
が
下
流
に
排
水
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

た
め
潮
の
干
満
な
ど
に
よ
る
阿
賀
野
川
の
水
位
の
高
低
に
よ
つ
て
新
井
郷
川
の
水
路
及
び
水
路
口
附
近
の
水

の
流
れ
は
変
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
た
だ
し
、
日
本
ガ
ス
化
学
の
排
水
口
は
こ
の
水
路
口
か
ら
下
流
約
一
・ 

イ
、
「
水
路
は
二
重
に
遮
断
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
の
は
、
阿
賀
野
川
口
の
水
門
が
閘こ

う

門
と
角
材
で
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。 

が
必
ら
ず
し
も
正
確
で
は
な
か
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

そ
の
後
試
験
研
究
班
全
担
当
者
立
合
い
の
も
と
に
実
験
条
件
を
統
一
し
て
分
析
し
た
結
果
〇･

〇
〇
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
〇･

〇
〇
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
値
を
得
た
。
（
た
だ
し
、
こ
の
数
値
は
す
べ
て
塩
化
メ
チ
ル

水
銀
と
し
て
の
数
値
で
あ
る
。
） 

一
一 

 



四
、
本
中
毒
事
件
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
は
、
厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
食
品
衛
生
調
査
会
に
お
い
て
も
審

議
を
行
な
つ
た
。 

五
、
被
害
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
は
、
地
元
県
及
び
市
町
村
が
患
者
に
対
し
医
療
費
、
医
療
手
当
の
支
給
、

死
亡
家
庭
に
対
し
見
舞
金
の
支
給
、
患
者
世
帯
に
対
し
生
業
資
金
の
貸
付
け
等
を
行
な
つ
て
い
る
。 

特
別
研
究
班
及
び
食
品
衛
生
調
査
会
の
審
議
の
過
程
に
お
い
て
御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
が
、

原
因
を
河
口
よ
り
半
経
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
み
に
求
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
と
の
結
論
が

出
さ
れ
た
。 

ハ
、
地
震
と
同
時
に
水
路
の
一
部
（
阿
賀
野
川
寄
り
）
の
河
底
が
隆
起
し
て
閉
塞そ

く

状
態
と
な
り
、
水
量
が
極
め
て

少
な
く
な
つ
て
い
た
。
現
在
、
水
路
は
補
修
さ
れ
、
流
量
も
豊
富
で
あ
る
。 

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
こ
の
排
水
が
逆
流
し
、
阿
賀
野
川
に
流
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
疫
学
研
究
班
は

判
断
し
た
。 

一
二 

 



        

政
府
と
し
て
は
、
原
因
の
究
明
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
当
面
の
患
者
の
治
療
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
の
対

策
を
す
す
め
る
た
め
に
本
年
度
に
お
い
て
公
害
調
査
研
究
委
託
費
の
支
出
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

一
三 

 



           

一
四 

 



           

一
五 

 



           

一
六 

 



     

一
七 

 




